
 

 

 
 
 
 

 

 

  

   

  

 

 

 

  

 

   

   

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

地域振興プラン（仮称）（中間案）の概要（県北広域振興局） 

地域プラン（仮称）（中間案）（県北編） 

【県北広域圏域の目指す姿】 

多様かつ豊富な資源・技術、培われた知恵・文化を生かし、北東北、北海道に広がる交流・連
携を深めながら、新たな地域振興を展開する地域 

【振興施策の基本方向】 

次のⅠ～Ⅲを基本方向とし、圏域の地域特性を生かし、広域的な交流・連携を深め
ながら、目指す姿の実現を図る。 

Ⅰ 隣接する圏域等とのつながりを生かし、一人ひとりが健康で心豊かに暮らせる地域 

Ⅱ 自然豊かで再生可能エネルギーを生かした災害に強い地域 

Ⅲ 地域資源を生かした産業が展開し、意欲を持って働ける地域 

１ 歴史的・文化的に深いつながりがある県央圏域や八戸圏域などと、生活

圏の広域化に伴い、一層結び付きが強くなっているほか、交通ネットワー

クの整備や世界遺産登録に向けた取組などにより、北東北、北海道との

つながりができてきていることから、様々な面で一層の交流・連携を図りな

がら、地域の活性化を進めます。 

２ 東日本大震災津波や平成 28年台風第 10号災害を経験して得た教訓を

生かし、災害から住民生活を守る基盤の整備や、地域住民の互助の精神

を生かした様々なネットワークづくりにより、生涯を通じて健康で、安全・安

心に暮らせる地域社会づくりを進めます。 

３ 再生可能エネルギーの高いポテンシャルを有する地域であることから、

風力、太陽光、バイオマスなどの豊富な再生可能エネルギー資源を生か

した地域づくりに取り組みます。 

４ 多様な気候・地形・風土などを生かし、冷涼な気候に適したレタスやほうれん

そう、豊富な森林資源を活用したしいたけ、三陸の海が育むウニ・アワビや天

然ホヤなどが生産されているほか、全国有数の生産量を誇るブロイラー産業

が集積していることから、安全・安心で魅力的な農林水産物の生産と食産業の

振興を図ります。 

５ 高い技術力を有するアパレル産業が集積していることから、アパレル産業を

はじめとする事業者のネットワーク活動を盛んにし、ものづくり産業の振興を図

ります。 

６ 三陸ジオパークなどの豊かな自然環境、御所野遺跡や漆に代表される伝統

に培われた歴史・文化など、特色ある地域資源を有することから、これらを生

かした定住・交流人口の拡大を図ります。 

（参考）地域の特性を踏まえた基本的な考え方（長期ビジョン第７章（中間案）） 

【現状と課題】 

・ 文化芸術は、地域にとって有用な資源であり、地域おこしや地域活性化に対応

する様々なアプローチの一つとして、文化芸術の持つポテンシャルを活かしてい

く必要があります。 

・ 世界遺産の登録に向け取り組んでいる「北海道・北東北の縄文遺跡群」は、そ

の登録に向けた取組と、北海道、北東北３県に暮らす人々が、縄文遺跡群の持

つ普遍的な価値を共有することが重要です。 

・ スポーツには子どもたちの心身の健全な発育・発達や地域の交流、賑わいの創

出・醸成といった地域活性化への効果が期待されています。 

・ 東日本大震災津波や平成 28年台風第 10号による被災者は、高齢化の進行や

生活環境の変化等により抱える問題が複雑・多様化し、心身ともに負担が増して

いる状況にあり、今後もきめ細やかな支援が必要です。 

・ 多様な子育て家庭のニーズに応えるため、子ども・子育て支援サービスの充実

と子どもの健やかな成長を支える環境の整備が求められており、人口減少対策と

しても取組の推進が必要です。 

【具体的な推進方策】（主なもの） 

・ 「北海道・北東北の縄文遺跡群（御所野遺跡）」の世界遺産登録に向け、機運

醸成に取り組みます。 

・ 世界遺産登録に向け、北海道や北東北とのつながりを生かし、多様な交流を推

進するとともに、北海道及び北東北３県が連携した取組を進めます。 

・ カーリングなどの生涯スポーツの普及に向けた取組を支援するとともに、スポー

ツを通じた交流人口の拡大に取り組みます。 

・ 東京 2020 オリンピック・パラリンピックの「復興『ありがとう』ホストタウン」への登録

を契機とした、競技スポーツの魅力発信や、圏域外との様々な形での交流に取り

組みます。 

・ 被災住民は高齢化や生活環境の変化等により抱える問題が複雑・多様化して

おり、今後も県、市町村、関係機関、ボランティア等が連携し、こころのケアを継

続するとともに、健康の保持増進が図られるよう支援します。 

・ 結婚を希望する若者や子育て家庭を地域全体で応援するため、取組を行う市

町村等への支援や、「いわて子育て応援の店」協賛店の拡充に努めます。 

さらに、「いわて子育てにやさしい企業等認証」及び「いわて女性活躍企業等認

定」の取得企業の拡大に努め、仕事と子育ての両立支援など男女が共に働きや

すい職場づくりを促進します。 

Ⅰ 隣接する圏域等とのつながりを生かし、一人ひとりが健康で心豊かに

暮らせる地域 

 

Ⅱ 自然豊かで再生可能エネルギーを生かした災害に強い地域 

 

Ⅲ 地域資源を生かした産業が展開し、意欲を持って働ける地域 

 

【現状と課題】 

・ 国では、復興道路として位置付けられている八戸・久慈自動車道、久慈・宮古

間の三陸北縦貫道路の整備を促進していますが、平成 29 年度末時点における

供用率は 38％となっており、未整備区間が多く残されています。 

・ 平成 22年 12月の東北新幹線全線開業（青森延伸）以来、観光客を含めた人の

動きが活発化しているとともに、連続テレビ小説「あまちゃん」による誘客効果が

続いていることから、県際道路や観光地へ通じる道路など地域間の交流人口拡

大につながる道路の整備を推進する必要があります。 

・ 東日本大震災津波や平成28年台風第10号災害による大規模な停電等の経験

を踏まえ、当圏域に豊富に賦存する再生可能エネルギーを最大限活用するととも

に、災害時においても地域が一定のエネルギーを賄えるような自立・分散型のエ

ネルギー供給体制の構築を進めていくことが必要とされています。 

・ 太陽光や風力などの大型発電施設の立地による土地活用を含め、地域産業と

結び付く再生可能エネルギー関連産業の創出や育成等により、地域活性化を推

進していくことが必要とされています。 

【具体的な推進方策】（主なもの） 

・ 復興道路として位置付けられている八戸・久慈自動車道や三陸北縦貫道路の

高速道路網、久慈地域の４市町村で設置を予定している「広域道の駅」の整備を

促進します。 

・ 復興道路の整備に合わせて、内陸部から三陸沿岸地域へアクセスする道路や

インターチェンジへアクセスする道路である復興支援道路や復興関連道路を中

心とした県が所管する幹線道路の整備を推進します。 

・ 圏域へのアクセス改善及び県際道路のあい路解消や県内各地を周遊する観光

客の利便性向上を図るため、圏域内外の交流拡大を支える道路の整備を推進し

ます。 

・ 当圏域に豊富に賦存する再生可能エネルギーである太陽光、風力、バイオマ

ス などの活用を促進するため、管内市町村と連携して事業者等の取組を支援

します。 

・ 管内市町村や関連事業者と連携しながら、地域新電力会社の設立などの再生

可能エネルギーに関する新たな取組を支援します。 

・ 太陽光や風力など発電施設の立地や新規事業者の参入に併せ、再生可能エ

ネルギー関連産業の創出や関係人材の育成など、地域活性化に向けた取組を

支援します。 

【現状と課題】 

・ 販売面では、りんご「冬恋」や「いわて短角牛」など、県北地域ならではの高品質な農

畜産物の知名度向上や消費拡大の取組によりブランド化が期待されています。 

・ 国では、企業立地（誘致）に軸足を置いた「企業立地促進法」を改正し、地域の

特性を生かし地域経済を牽引する企業の発掘育成に軸足を置いた「地域未来投

資促進法」を 2017年７月に制定しています。 

・ 2018年に開設された宮古・室蘭間のフェリー航路と 2020年度に予定されている

三陸沿岸道路の全線開通により、県北沿岸地域の物流の効率化が進み、地域産

業の活性化が期待されます。 

・ 当圏域には、世界遺産登録を目指す御所野遺跡をはじめ、天台寺、野田塩の

道などの歴史資源などがあります。これらの観光地としての魅力を圏域内外に向

けて更に発信していく必要があります。 

・ 県北地域は、アパレル産業や食産業など女性就労者の比率が高く、国や県で

は、女性活躍や子育てにやさしい職場環境づくりなどに取り組む企業を認定・認

証する制度を設け、企業の取組を促進しています。 

【具体的な推進方策】（主なもの） 

・ りんご「冬恋」、やまぶどう、酒造好適米、雑穀、「いわて短角牛」など、消費者や

加工事業者のニーズに応じた農畜産物の販路拡大や、生産者自らが取り組むイ

メージアップやブランド化に向けた取組を支援します。 

・ 市町村や商工関係団体との連携により、地域未来投資促進法の周知も図りな

がら、地域の特性を生かし、地域を牽引する取組を行う企業の業容拡大に向けた

支援を行います。 

・ 「北海道・北東北の縄文遺跡群」（御所野遺跡）の世界遺産登録を見据えた観

光資源のブラッシュアップや地域資源を活用した体験・交流型観光を推進しま

す。 

・ 三陸防災復興プロジェクト 2019の開催による知名度の向上や、宮古・室蘭間の

フェリー航路開設、三陸沿岸道路の全線開通などによる新たな交通ネットワーク

の整備による様々な効果を生かし、県北圏域を訪れる旅行者に地域の魅力を発

信し、交流人口の拡大に取り組みます。 

・ 企業に対し、県が進める「いわて女性活躍企業等認定制度」、「いわて子育て

にやさしい企業等認証・表彰制度」などの認定、認証に向けた企業の取組を促進

し、企業の人材確保や若年層の地元定着を支援します。 

資料２ 


